
東京都臨床工学技士会 災害対策委員会 活動報告 

 

1、 東京都透析医会・東京都区部災害時透析医療ネットワーク・三多摩腎疾患治療医会との連携。 
現在、東京都の災害対策は、東京都透析医会を

中心に東京都区部災害時透析医療ネットワーク・
三多摩腎疾患治療医会が活動を行っております。
これらのネットワークとともに東京都臨床工学
技士会災害対策委員会もその一角を担う役割と
して日々、情報収集および情報共有を行っており
ます。 
東京都透析医会が主体として「第 6 回東京都透

析災害対策セミナー」が 2023 年 8 月 6 日に開催
されました。当日は、医師だけではなく、看護師・
臨床工学技士など様々なスタッフにお越しいた
だき、300 名を超える参加人数となりました。 

 
2、 関東甲信越臨床工学技士協議会 災害情報伝達訓練の実施。 

2023年度より、千葉県・茨城県・埼玉県・群馬県・栃木県・神奈川県・山梨県・長野県・新潟県・東京都
の 1 都 9 県での災害時情報伝達訓練を 9 月 1・2 日で実施しています。従来の 1 都 6 県ではなくより広域搬
送を想定した訓練となっており、東京都の参加施設は、300 施設（73.71％）と多くの施設に参加いただきま
した。しかし、まだ 3 割程度の施設に参加いただけていない現状です。そのため、当委員会としても災害対
策に興味を持っていただけるような企画を実施していければと考えております。 

   また、今回の訓練結果をもとに各都道府県の行政や医会とともに広域搬送を想定した訓練も行っている。
今後は、関連団体との連携をより深め来る災害に備えていければと考えております。 

 
3、  災害対策委員会 Web セミナーの実施。 

 災害対策委員会として「災害対策のアップデート ～透析
医療を継続するための連携体制～」と称して Web セミナ
ーを 3 月 26 日に実施しております。日本トイレ研究所に
被災地でのトイレ事情に関してや東京都企業連絡会に首都
直下型地震に備えた活動、JHAT からは能登半島地震の際
の支援に関する内容など様々な団体の活動に関してご講演
いただきました。今回の Web セミナーでは 140 名を超え
るご参加をいただきより多くの方に災害対策に関する情報
共有が行えました。今後もこのような活動を通して災害時
に医療を継続できるよう対策を進めていければと考えてお
ります。 

 


